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申請の概要 

今後歯科衛生士および歯科技工士に求められる役割は、多職種連携や訪問・在宅医療など多岐に亘ることが予測されて

いる。そのような状況を鑑み、本学では医療保健学部での養成を行っており、入学して間もない時期から歯科保健医療の

最前線に接し、自身の歯科保健医療に対する関心を高めることは大変重要である。そこで、2017 年度から 2020 年度まで

に医療保健学部に入学し、第 1 学年において早期臨床体験学習に参加した学生を対象として、教育改善のために教育効果

等について継続的に調査・検討することとした。本研究は 2018 年度に実施された教育改善のための調査結果を研究とし

てまとめ直して公表するものである。本研究を含む継続的な調査の結果、入学後早期に歯科臨床現場で効果的な学習を行

うことにより、入学したばかりの学生にとって歯科保健医療に対する関心が高まることを明らかにすることができれば、

学生が大学 4 年間を通じて歯科医療専門職を目指す大きなモチベーションになると期待される。 




